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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/16（月）、6/17（火）17：30～第1回法人研修開催。
テーマ：「接遇について」
場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
講　師：金子恭子AOM
・6/24(火)、25(水)17:30～18:30　第2回院内研修開催予定。

　場　所:メンタルケア病棟　4階メモリアルホール　
テーマ:｢誤嚥防止のために｣
　講　師:医療事故対策委員会　委員長　相馬　亜紀子JGM
＜青明舎利用者様情報＞

・古舘　ヨリ　様～相談支援センターやすらぎより担当者会議の連絡あり、6/15（日）本人・姉様・相談支援センターやすらぎ（佐藤氏）・青明舎が参加し実施している。7/1からグループホーム「あおぞら」へ入居する事が決定し、6/15（日）に姉様がグループホーム「あおぞら」を見学されている。

・高柳　和子　様～定期訪問実施。最近疲れやすいと話し「眠くて眠くてさっきまで寝ていた」と話す。最近気分も落ち込み、出掛けても自宅のことが気になり（ガスの消し忘れはないか等）、どこにも出掛けてないとのこと。「先週は土曜日にサンデーに洗剤を買いに行っただけ」と話している。最近疲れやすく、気分の落ち込みや、眠くなること等がある為、外来受診時に担当医へ相談したとのこと。担当医からは今の時期は気分の落ち込みがあると言われたと話している。昼寝をしても夜は睡眠が出来ていると話すため様子を見て担当医へ相談するように伝えている。食事摂取について確認すると、「焼き魚のニシンを買って食べた」と食欲不振なく摂取出来ていると話している。6/10に友人（宮陽子様）から電話が来られ、話しに夢中になり顔に携帯電話をくっつけて話し、電話が切れたとのこと。「電話が壊れたかのかな」と気になったが、すぐに通話が出来、通話中に間違って電話が切れ故障でないことを伝えると安心されている。

・我満　奈津紀様～定期訪問実施。部屋の掃除をしている様子なく雑然としている。「更年期の症状が嫌だ」とのこと。急に身体が暑くなったり、汗が出たり等の体調が悪くなる症状が続き、天候不順もあるため着る服を考えることがストレスと話している。更年期の相談は、諏訪クリニックにしたいと希望していて、「娘の次回諏訪クリニック受診時に相談する」と話している。通院している八戸日赤病院に相談できればと話しているが、病院が混んだり、事務的な対応のため相談できないと話している。国民年金・障害基礎額の通知が届いたとのこと。以前に比べ1,217円支給が減ったとのこと。「どこまで減るのだろ、望みが学校終わるまでやっていけるのか不安だ」と話している。学校の後期学費分を、6月、8月の年金から10万ずつ貯蓄すると話すため、生活費のやり繰りができるのか確認すると、「年金で減った分は生活保護費で補てんしてくれるし、手続きしてきた」とのこと。年金と、生活保護費を合わせると、1か月5万位だからやっていけると話している。

6/14、15日は「がん患者支援チャリテイー」が八戸根城運動公園で開催され参加すると話している。参加者が24時間リレーで公園を歩いたり、ステージ発表等があり「いろんな人と交流できるし参加しようと思って」と話している。体調に合わせて休むことが出来るとのことで、無理をしないように伝えている。

・清水　秋男　様～定期訪問実施。部屋は綺麗に片付いており、テレビを観て過ごされている。最近は特に変わった事はなく、生活で困っていることもないとのこと。身体面では、五十肩であり、多少の疼痛はあるも、仕事に支障はきたしていないとのこと。痛みが増すようであれば、病院受診すると話している。6/13は南部町の作業場へ行き草刈をしてきたとのこと。週2日勤務になってから、賃金も増え良くなったと話されている。

・青木　紀子　様～定期訪問実施。カーテンをしていない窓から日差しが入り込み、部屋の中は暖かい。カーテンを購入するお金はあるが、なかなかサンデー方面に行かないため、まだカーテンは購入していないという。今後、日差しが強くなることを伝え、夏になる前に購入するよう促している。

金銭面について確認すると、生活保護費内で遣り繰りできているとのこと。金銭面的に問題はないが、ＡＴＭで家賃の振込みの操作を間違ってしまい2回支払ってしまったとのこと。大家へ相談し、前払いで2ヶ月分支払ったことにしてもらったと話す。

生活で困っていることがあるか確認すると①口渇があり1日5～6リットルほど水分を摂取している②禁煙外来を利用しているが、どうしても1日10本ほど喫煙してしまうと話す。

①については、水分の摂り過ぎか嘔吐することがあるという。また、胃が痛くなり内科を受診したこともあり、内科医より水分量は1日3リットルにするよう説明を受けたとのこと。当院の担当医にも口渇があることを相談しており、氷や飴を摂取し水分量を控え、水分量は1日2リットルくらいにするようアドバイスを受けたとのこと。

②については、デイケアでは禁煙すると宣言したため喫煙することは出来ないが、部屋では喫煙してしまうとのこと。しかし、当院の担当医には禁煙出来ていると言っているため、次回受診時に正直に喫煙していることを報告すると話している。

スタッフより、①②どちらとも自身に強い意志がなければ改善するのは難しいと思われるため、強い意志を持つためにも宣言書か、または①②を続けることで起こりうるリスクを紙に書いたものを部屋の目につくところに貼ってはどうかと提案すると「そうですね。そういうのも良いですね」と本人答えている。

・平　　京子　様～定期訪問実施。部屋の中は整理整頓され、埃も目立たない。掃除は、毎週土曜日に行っており、掃除後、布巾をハイターにつけ除菌も行っているという。

体調面について確認すると、膵臓の機能が低下していると診断され、1ヶ月半前より膵臓の機能を高める薬を食前薬として服用しているとのこと。薬を服用するようになって体が軽くなり、元気になったと話している。また、血液検査の結果、血糖値が高かったため、食べ物にも気を付けており、栄養指導で指導された①肉と野菜を食べる②カップラーメンの汁は残す③自宅で飲むコーヒーは砂糖を使用しない事を守っているとのこと。デイケアのスタッフより乾燥野菜をカップラーメンなどに入れて食べるようアドバイスを受けたため、ツルハドラッグなどに探しに行ったがなかったと話す。乾燥野菜は、乾物売り場にあること、また、100円均一店でも販売していることを伝えると「安い方が良いから、来週、100円均一店に行ってみる」と返答あり。冷凍食品にもほうれん草等のカット野菜があり、お浸しや炒めなどに利用できるため、よこまちストアに行った際に見てみるよう促している。

・大久保　恒夫様～定期訪問実施。6/15に弟が来るとのこと。弟は松平病院に入院しているが、6/14は姉宅へ外泊し、病院へ帰る前に遊びに来ることになったとういう。会うのは、3月の面会以来とのこと。弟が、寿司を食べたいと話していたため、よこまちストアから598円の寿司を購入してきたと笑顔で話している。

金銭面について確認すると、町内会費や草取り代、水道のポンプや階段の電気代など支払う物が多いが、生活保護費内で遣り繰り出来ていると話す。妻（律子様）がスマートフォンになってから月9000円ほどかかるが、その分、自分の料金設定を見直し2000円ほどのプランにしたとのこと。

生活で困っていることはないとのこと。

・大久保　律子様～定期訪問実施。夫（恒夫様）の弟が遊びに来るため、久しぶりに掃除したと話している。テーブルなどは、いつもに比べ埃などないが、部屋の隅の床には、埃が溜まっているため、部屋の隅も掃除機などで掃除するよう伝える。

体調について確認すると、6月1日より気管支炎であったが、良くなったため6/16からデイケアを利用すると話している。

タバコは1日1箱吸っているとのこと。禁煙したくても強い意志がないため止めれないという。

金銭面も含め、生活で困っていることは特にないとのこと。

＜青明舎利用者様情報交換＞

・青木　紀子　様～5月から服薬チェックを実施する予定となっていたが、数回しか行っておらず、声掛けに対し「忘れていた。チェックは面倒だ。薬はちゃんと飲んでいる」と話されている。現在の本人の不安は喫煙と飲水量についてのため、青明舎の訪問の際には過度とならない程度の服薬確認を依頼している。デイケアでは、服薬チェックの期日を決めるなどの対策を行っていく。

・古舘　ヨリ　様～引越しに伴い、部屋の片付けについての相談があり、捨てる物やグループホームへ持っていく物など青明舎スタッフの訪問時に相談するよう促している。

＜グループホーム入居者様情報＞

・繁名　和恵　様～6/13不調を訴えデイケアを欠席されている。今後、デイケアに行く事に意義がある事を伝え、来所を促していく。肛門から出血し高橋医院を受診。肛門には異常なく6/17（火）に腸内検査をする予定であったが、本人が高橋医院へ電話し「肛門から白い紐状の物が出たから腸の検査は必要ない」と話しているところを確認している。

・古舘　ヨリ　様～7/1（火）よりグループホーム「あおぞら」へ入居が決定している。

＜グループホーム入居者様情報交換＞

・繁名　和恵　様～高橋医院を6/9（月）に受診し「肛門から白い紐状の物が出た」と話した所、医師から「センが抜けたんですね。お腹痛くないですか。このまま様子をみましょう」と言われ、腸の検査は行わなくても良いと言われたと報告している。今後、肛門から出血あったと訴えた場合は、当院の担当医から紹介状を作成していただき青明舎スタッフが同行し受診する事としている。

※グループホーム入居者様が臨時福祉給付金の申請を行う書類準備のため、遅れて来所する

可能性があるとの事。

＜利用者様情報＞

・小坂　君子　様～本人より電話連絡があり｢デイケアに行きたいときに行くようにしてもいいか｣と訴えている。水曜日は利用日である事を伝え、調子が悪い時は欠席して良い事、疲労感がある時は早めに帰る事も可能である事を説明している。現在、不調はないとのことで､今週水曜日は来所すると話されている。

・下口　政子　様～｢自分の中に良い考えと悪い考えがある｣｢自分の思っていることが周りに聞こえてしまう｣等と被害的に訴えており､本人の考えている事は周囲には聞こえていない事を伝えている。考えの内容を確認すると｢他の人には言えない｣と話しており､言えるときに話してほしいことを伝えている。不調そうな際は､職員からも体調を確認することを説明している。

・青木　紀子　様～6/15夜より咽頭痛が認められ､痛みに耐え切れず､同日夜間救急を受診。｢喉仏が痛い｣等と訴えているものの､同院での触診では異常所見がなく､痛み止めの薬を1日分処方された。その後も症状が持続しており､本日も疼痛があるとのこと。明日も症状が持続する場合は､咽喉科を受診するよう説明している。

・本多　富美　様～6/13（金）に疲労感を訴えていたが、本日は疲労感は改善されたと話されている。ボンヤリとした表情ではあるが、口調は軽やかで呂律不良も見られていない。

・若松　健一　様～本日より、家計簿を記入していただいている。今回の生活保護費などの収入4万3千円のうち、現在残金が8千円だとの事。出費は主に食費（おやつ・パン）が多く、1週間4千円で生活する為におやつは控えるよう促している。

・山田　健次　様～本日より、下田のデイサービス利用開始となっている。6月中は様子観察し、6月でデイケア退所予定となっている。

・倉橋　生子　様～青風荘にて、6/15（日）21：00にカウンターに来られ、「隣のふきさんのラジオがうるさくて眠れない」と訴えがあり21：30に稲垣様を訪室するとラジオは消えている。本人へ確認すると「あの後消したみたい」と話されている。朝2時に覚醒する件について、もう少し遅く眠りにつけば朝も遅くに起きるのではないかと声掛けするが「とにかく私は早く寝たい」と話されていたとの事。デイナイトケアでは稲垣様について大声で不満を話されているが、トラブルとなる事はない。

・鈴木　真知子様～6/15朝は下痢気味で3回排便があり腹痛もあったとの事。昼以降は排便自体無く腹痛も治まったと話されている。デイナイトケアでも特に腹痛の訴えは聞かれていない。

＜事例検討＞

下妻　康貴様　（40）　主病名：統合失調症　

検討内容目標・計画の評価、見直し

長期目標

病状を安定させ、現在の生活を維持する。

中期目標

①不安や困ったことを解決できるようにする。

②対人交流時のストレスを軽減する。

③現在の状況からステップアップ出来る。

短期目標

①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。

②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。

③出来ていることを適切に評価し自信へとつなげる。また、出来ていないことは改善できるようにする。

治療計画

①本人から生活面や仕事面での訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

②対人交流面のストレスや不安、不満を感じる際は、相談するよう促し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。

現在の状況

①について

・月1回、本人希望により面談を行っている。体調不良時は本人からの連絡ある。仕事については問題なく、生活面ではグループホームの新入居者についての行動（グループホームの電話を私用で使っている。キッチンの水道で洗髪している）が目に付くと話されている。

⇒あまりにも気になる時は世話人へ話すとの事で自分で対処出来ると話す。

・今後の希望は、新しい仕事は考えておらず現状の生活を維持し、今後の為にも貯蓄しようと考えているとの事。

⇒ゆくゆくはアパート暮らしがしたいと話されている。

②について

・特定女性利用者様（中居様）からの介入は見られているが大きなトラブルはない。

・スタッフからの介入については「出来る分は自分で対処してみるから、もしもの時はお願いする」と話し、自分で対処出来ている。

・職場内の対人関係は問題ないとの事。

グループホーム世話人・青明舎からの情報

・訪問時に自室から出てこないが「出て行かないのは、他人に聞かれたくない事もあるだろうと思って」と話される。

・2週間前に青明舎で面談する機会があり、学生時代の写真を見せたりと交流を持っている。

・現在の仕事は、本当の希望ではないが周囲の人が良くしてくれるから好きだと話されている。

・交際相手については、特定のスタッフにしか話さず「彼女がいる」とだけ話している。

検討結果

・様々な悩みはあるが、現在はトラブルもなく、本人なりに対処出来ていると話すため、今後も目標・計画は継続していく。

＜外来情報＞

・清水　泰雅　様～木・日曜日が青山荘プログラムが休みのため、デイケアも木曜日に休みたいと訴えている。担当医より、退所後のリズムを整える為にもデイケアは休まないよう説明している。

・下口　政子　様～何かあると相手に対し直接質問したいと思う時があると話される。担当医より、相手とトラブルになる可能性がある為、まずは青陽館スタッフへ相談するようアドバイスしている。

・東海林　康之様～娘様の出産予定日が近く、出産すると孫の面倒を10日間程度見なくてはいけなくなるとの事で本日受診し、薬を余分に処方して欲しいと話されている。出産していなければ、水曜日に当院受診するとの事。

